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令和４年第１２回教育委員会定例会会議録 

 

開会日時  令和４年１２月１４日（水） 午後２時００分 

場  所  中央区立教育センター ４階 第３・第４研修室 

出席委員  中央区教育委員会 教 育 長     平林治樹 

              委  員     伊東佳子 

              委  員     渥美哲夫 

              委  員     坂本順子 

              委  員     小川将 

説明のために出席した事務局職員 

              次  長     生島憲 

              庶務課長     俣野修一 

              学務課長     鷲頭隆介 

              学校施設課長     岡地貴志 

              指導室長     小林傑 

              教育支援担当課長     熊木崇 

              統括指導主事     清水浩和 

              統括指導主事     林修也 

              幼児教育担当専門幹     中島由美子 

              図書文化財課長     志賀谷優 

書  記  中央区教育委員会事務局 

              教育行政推進係長     一瀬知之 

              教育行政推進係員     伊藤めぐみ 

 

開  議  午後２時００分平林教育長開会宣言 

会議規則第３０条による署名委員 

              教 育 長     平林治樹 

              委  員     小川将 

  



- 2 - 

 

日程第１   報告事項 

 各課事業報告について 
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教 育 長  それでは、ただいまから令和４年第１２回教育委員会定例会を開会いたし

ます。 

 初めに、本日の会議録の署名委員をご指名いたします。 

 本日は、小川委員にお願いします。 

小川委員  承知しました。 

教 育 長  それでは、日程に入ります。 

 日程第１、報告事項（１）について報告願います。 

次  長  「令和４年第四回区議会定例会（１１月議会）一般質問（概要）」について、

資料１により報告。 

教 育 長  それでは、ただいまの報告につきまして、ご質問等ございましたらお伺いい

たします。 

坂本委員  教員の欠員対策、働き方問題の質問だと思うのですけれども、先ほどご説明

ありました欠員状況というのは、かなり深刻なものなのかどうか、あるいは現

状、どのように対策されておられるのかというあたりをもう少々詳しくお聞

かせいただければと思います。 

指導室長  結論から申しますと、算数少人数の先生などで対応ができておりますので、

特に子どもたちに大きな影響が出ている状況ではございません。 

 今回の欠員状況につきましては、年度初めに小学校で欠員が生じたところ

でございますが、ほかの正規の教員で補って対応ができておりますので重要

な課題とは捉えていない状況でございます。 

坂本委員  任命権者は東京都だと思いますので、子どもたちの教育に支障なく行えて

いるのであれば安心でございます。ありがとうございます。 

教 育 長  ほかにご質問ございますでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

教 育 長   よろしいですか。 

 では、ほかにご質問がないようでございますので、それでは（２）から（４）

について、一括で報告願います。 

学務課長  「区立小学校特認校制度の抽選結果について」について、資料２により報告。 

       「区立中学校自由選択制の抽選結果について」について、資料３により報告。 

       「預かり保育（登録利用）の幼稚園児募集について」について、資料４によ

り報告。 

教 育 長  それでは、ただいまの報告につきまして、ご質問等ございましたらお伺いい

たします。 

渥美委員  資料４の預かり保育の幼稚園児募集についてなのですけれども、これは預

かり保育を募集する幼稚園が３園ということですが、需要はもっとあるので

はないかと思っております。幼稚園の教育時間も含め、預かり保育事業をもう
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少し他の園にも広げていくことはできないのでしょうか。 

学務課長  ただいま委員からお話がございました点につきましては、我々も幼稚園の

保護者の方々とお話をする中で、そうしたご意見もおありになることは認識

しているところでございます。そうした中で、確かに幼稚園をここから拡大し

ていくということも考えられるお話ではあるかと存じますし、また、時間の部

分についても、延ばすということは検討の素材にはなってくるのかなとは考

えていますが、なかなか現状すぐに園を拡大できるかと申しますと、人の部分

をどのように確保していくのかといったようなお話などもございますし、ま

た、預かりの時間につきましては、幼稚園教諭の勤務の時間との兼ね合いもご

ざいまして、現在、こちらの時間に設定しているということもございます。現

在、幼稚園の園長なども交えた在り方検討ということで、教育委員会の事務局

内部でも検討しているところでございますので、そうした点も加味しながら、

今後どういった方策が取れるか考えてまいりたいと存じます。 

渥美委員  ありがとうございます。なかなか難しいとは思うのですが、よろしくお願い

いたします。 

教 育 長  ありがとうございました。 

 ほかにご質問ございますでしょうか。 

伊東委員  今のことに関連してということになるのですけれども、まず、この申込期間

が１月４日から１３日ということで、抽選で決定するのはいつぐらいの時期

になるのでしょうか。 

学務課長  抽選を行った場合にということでの前提つきというところでございますけ

れども、最終的に決定をいたしますのは、年度としてということで申し上げま

すと、１月の下旬頃には、概ね決定するものと考えております。と申しますの

は、１月末までには保育園に入園を希望する方々の当落の結果もわかります

ので、それを受けて２月で大きく幼稚園の動向なども変化が出てくるところ

でございます。以上の理由から、概ねの期間としては、そのような時期に考え

ているものでございます。 

伊東委員  ありがとうございます。私も保育園入園の当落結果について考えておりま

して、入園ができなかった場合に、その受皿になれるところがあるのか。例え

ば、せっかく幼稚園と保育園、両方とも区立で持っているので、幼稚園に外れ

てしまうのであれば保育園に行かざるを得ない、もしくは保育園の方が助か

るというご家庭もあるかと思いますし、またその逆もあるかもしれないとい

うところで、その辺りの連携をスムーズに進めていただきたいと思い、質問さ

せていただきました。 

教 育 長  ほかにご質問ございますか。 

小川委員  今の件とリンクしてくるところなのですけれども、中央区は共働き世帯も
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多いかと思いますが、預かり保育の申込みであったりとか、説明会というのが

なされていると思うのですけれども、説明会の時間帯は、大体何時ぐらいから

開催しているのでしょうか。また、申込方法に関してもお教えいただければと

思います。 

学務課長  資料４の２ページの最上段にございますが、申込方法という部分でまず申

し上げますと、持参または郵送ということでご対応させていただいておりま

すので、共働きの方におかれましても、こうした形で対応できているかと考え

ております。 

 また、説明会につきましては、未就園児の会というような形で、頻度は園に

よって異なるのですけれども、実施させていただいているところでございま

す。概ね平日の日中か夕方にかけてという時間が多くなるところではござい

ますけれども、園の活動の時間の中で、こうした説明会は行わせていただいて

いるところでございます。 

小川委員  仕事があって説明会に参加できない方も中にはいらっしゃると思いますの

で、他にも対応策を考えていただければと思います。 

学務課長  ただいま委員からお話いただいた点にできる限り我々もお答えするべきと

は考えておりまして、今年度、幼稚園の紹介をする動画を作成しまして、そこ

で園の１日の活動の状況などをホームページにも載せまして、見ていただけ

るように準備はさせていただいております。 

 また、こうした取組については、リーフレットの活用を含めて、総合的にご

対応させていただければと存じます。よろしくお願いいたします。 

教 育 長  ほかにご質問ございますでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

教 育 長   よろしいでしょうか。 

 それでは、続きまして（５）について報告願います。 

学校施設課長  「晴海西小学校（仮称）及び晴海西中学校（仮称）の開設準備状況並びに晴

海四丁目における新校舎の整備計画（案）について」について、資料５により

報告。 

教 育 長  それでは、ただいまの報告につきましてご質問等ございましたらお願いい

たします。 

伊東委員  開校が令和６年の４月ということですが、校歌や校章が令和６年の１０月

に完成予定ということで、例えばもう少し早い段階から、インターネット等を

通じて校歌や校章を発表しておくことは、スケジュール的に難しいのでしょ

うか。 

指導室長  まず、校歌につきましては、今現在、検討する母体がないということと併せ

て、子供たちに開校前に指導して歌える状況が作れないという理由から、開校



- 6 - 

 

記念式典で初めて披露する予定でございます。開校記念式典で校歌を初披露

する教育効果としては、子どもたちが式典に向けて練習を積み重ね、その校歌

を当日披露することで、愛校心や自己有用感を育くむことができると考えら

れます。 

 校章につきましても、新校が開校してから半年間、どんな校章になるのだろ

うという期待を持ちながら学校生活を送ることで、より校章に対しての愛着

を持ちやすく、愛校心をさらに育めると考えております。このような考えから、

開校記念式典で盛大に校歌と校章を披露するスケジュールにしております。 

伊東委員  よく分かりました。ありがとうございます。小学校によってはお子さんの意

見を反映できたり、校歌とは別に自分たちの歌というのを、自分たちで作って

いる学校もあるので、そういった活動も愛校心につなげられていいのかなと

思います。 

指導室長  まさに今委員がおっしゃったところで、標準服については、デザイン決定か

ら開校までに半年間ありますので、何かしらの形で子どもたちの意見やアイ

デアを盛り込める形を検討していきたいと思っております。 

伊東委員  よろしくお願いいたします。 

坂本委員  子どもたちが集まってきて学校はできてくると思うので、その様子を見て、

校歌であるとか、作る側も変わってくるかなと思います。ぜひ子どもたちと協

働した形のものができ上がるのを楽しみにしております。 

 お尋ね申し上げたかったのは、第二校舎のほうは令和８年度からの整備と

いうことで見通しを持っておられると思うのですけれども、担任の先生はそ

れぞれのクラスにいらっしゃると思うのですが、一つの学校として運営する

となると、管理職の先生は恐らく共通になるという場合に、どのように運営し

ていくのか、何か見通しみたいなものをお持ちであれば教えていただければ

と思います。 

指導室長  管理職の配置については、もちろん学校の管理職として、子どもたちの管理、

教職員の管理、施設の管理、それから、細かいことを言うと、学校事務の管理、

様々な管理を行わなければならない重要なポストでございます。そうした中

で、この第二校舎ができるというところの配置の中では、これは東京都教育委

員会に具申をしながら、よく検討していかなければいけないと思っておりま

す。今、一般的には、校長先生、副校長先生が、小学校、中学校にそれぞれい

て、中には学級数が多いところは副校長先生が複数配置になったりという学

校もありますので、この学校でどういう管理体制がいいか、しっかり見定めて

検討してまいります。 

坂本委員  ありがとうございました、都との協力体制の下ということであるので、先例

なども踏まえながら、よりよい管理体制ということでお願いできればと思い
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ます。 

小川委員  今の晴海西小についてなのですけれども、令和１０年（２０２８年）に開校

ということで、そこで１年生から３年生ということなのですが、３年生の子は

本校に２年間通って、令和１０年に開校したら一旦、第二校舎のほうに行って、

また戻るという理解でよろしいでしょうか。 

学校施設課長  委員ご指摘のとおり、３年生の子に関しまして、例えばですけれども、途中

で第二校舎に移っていただいて、４年生になりましたら５丁目の本校舎のほ

うに移るというような形で進めたいと思っております。 

小川委員  第二校舎についても、本校舎の教員が配属されると思います。該当の教員は

新しい校舎に慣れつつ指導を行っていくということになると思うのですけれ

ども、その辺りの見通しもお聞かせいただければありがたいです。 

指導室長  第二校舎ができるというところについては、新しい教員が配属されること

もありますので当然課題も出てくるかとは思いますが、本校舎で１年生から

３年生を受け持っていた教員が基本的には第二校舎へ動くイメージですので、

事前にその教員たちが第二校舎を内見することもできますし、十分に移動の

準備はできるのではないかと考えております。子どもたちにとっても、新しい

校舎で生活する期待感を持つことができ、意識も高まるのではないかと思っ

ております。 

小川委員  今お話ありましたように、第二校舎として学校が分かれているという特色

をいかにメリットとして享受するかというところを、ぜひお考えいただけれ

ばと思います。好奇心旺盛な子どもたちにとっては、新しいものを見る、今と

違うところはどこなのかという、そういう発見につながる可能性もあるので、

そういったプログラムなんかも併せてお考えいただければ面白いと思います。 

指導室長  今委員がおっしゃった意見については、どのように教育課程を組むのかと

いうところが大きいと思っているところです。例えば、本校舎の子どもたちが

第二校舎のほうに行ったり、あるいは第二校舎の子どもたちが本校舎に行っ

たりというようなところの交流活動もできますでしょうし、逆に、第二校舎で

３年生がリーダーシップを発揮するような場面を設定するなど、この校舎を

どう使っていくのかが非常に重要であると考えます。子どもたちにとってど

のような教育効果があるのかというところについては、単なる施設的な部分

で第二校舎に分かれましたではなくて、本来であれば、１年生から６年生まで

一緒にいる子どもたちが分かれたことによって、子どもたちのどの部分が育

てられるのかというところを考えていく必要があるので、施設の運用方法を

じっくりと検討していきたいと思います。 

小川委員  ありがとうございます。 

教 育 長  ほかにご質問ございますか。 
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渥美委員  今のご意見でいくと、今、１年生から６年生までで行っている縦割りの教育

というのが、この場合には分断されてしまうのかなと思います。３年生が今の

６年生の役割を、自負をして担っていけるかどうかというのが、なかなか考え

にくいかもしれませんが、その辺はいかがでしょうか。 

指導室長  恐らく今の６年生のように３年生が立ち振る舞えるかといったら、やはり

能力的な部分で、発達段階もありますので難しいところがあります。しかしな

がら、３年生はその校舎の上級学年だというふうに思うと、その子たちの意識

も変わりますし、隣にこども園ができる状況なので、こども園との交流活動を

することによって、上級学年だという意識も芽生えるのではないかと考えて

おります。 

 もう一つ教育効果を挙げるとすれば、３年生から４年生になるときに、新し

い校舎に行くことでステージが変わり、意識が高まるなどのメリットはある

のではないかなと思っております。 

 ６年生との関わりというものが、一緒の校舎よりも多少は減ってしまうか

もしれませんが、縦のつながりも小学校の大切なものであるので、しっかり継

承していきたいなと思っているところでございます。 

渥美委員  ありがとうございます。 

伊東委員  第二校舎を造って、できるだけ本校舎との間で連携をしていきたいという

ことになった場合、その移動手段、道路の整備などはどのような形でお考えな

のでしょうか。 

学務課長  私、前身が地域振興課長でおりましたので、そこでの知り得る限りの情報と

いうことで申し上げさせていただきます。こちらの道路は、もともと都道だっ

たものが区道に変換されということも含めまして、歩道の幅員自体は非常に

広く取られているもので計画がなされておりました。そうした意味で、この学

校の本校舎と分校舎の間というのは、距離にして大体１区画ぐらいでござい

ます。こちらの街区は、構成としてはなかなか大きめの構成ではありますけれ

ども、直線距離で申しますが、歩いた時間として、子供たちの足であっても５

分かかるのかなというぐらいの距離感でございますので、そうした十分な歩

行環境が確保されている歩道を歩いていくということであれば、特段に子供

たちの安全・安心という部分について問題はないものと認識しているところ

でございます。 

伊東委員  ありがとうございます。昨今、子どもが公園で騒いでいただけで問題になっ

たりもするので、一つの学校教育の場としてうまく運用できるような、スクー

ルゾーンではないですけれども、晴海西小学校ゾーンのようなものができる

といいなと思いましてお話を伺いました。 

教 育 長  ありがとうございました。ほかにご質問はいかがでございましょうか。 
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（「なし」の声あり） 

教 育 長   よろしいでしょうか。 

 続きまして、資料（６）について報告願います。 

図書文化財課長  「重要無形文化財の保持者の追加認定について」について、資料６により報

告。 

教 育 長  ただいまの報告について、ご質問ございますでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

教 育 長   よろしいでしょうか。 

 それでは、資料（７）について各所管課長から報告願います。 

学務課長  「意見・要望」の１件目から５件目について、資料７により報告。 

図書文化財課長  「意見・要望」の６件目について、資料７により報告。 

教 育 長  それでは、ただいまの報告につきまして、ご質問等ございましたらお伺いを

したいと思います。 

伊東委員  区民サービスという点でいくと、どこで区切りをつけるかというのは非常

に難しい問題なのかなと思いますが、サービス面として、例えば館を絞って、

１館だけは夜７時まで開館しますといった形のように、柔軟に考えていただ

いてもいいのかなと思います。 

 どこか１館でも夜遅くまで開いているところがあれば、一つのサービスに

はなると思いますので、検討課題に挙げていただければと思います。 

教 育 長  ありがとうございます。 

 ほかにご質問ございますでしょうか。 

小川委員  ２９４番の方からの話でいうと、説明会とかは、どうしてもホームページと

かで確認するよりも、現場で確認したいというお声だと思います。学校に子ど

もたちが来て、勉強だけじゃなくて社会性を学んでいくというようなところ

も背景には当然のことながらあるので、親の目でリアルの学校というのを確

認して、それで申込む、申し込まないというような話が出てくると思うんです。

ホームページはホームページできっちりと掲載していくべきだと思うのです

けれども、やはり機会をつくっていくというところも非常に大事なポイント

じゃないかなと改めて思いました。先ほどの話は話として承ってはおるので

すけれども、その辺りのご検討もお願いできればと思います。 

学務課長  ただいまいただいたご意見も含めまして、今回ですと、ご意見いただいた方

が年中さんの保護者の方だったということで、要は２年後の新入生というこ

ともございましたので、我々も、限られたキャパシティーの中で、やはり次年

度入学される方々の保護者を優先させていただいたところではございますけ

れども、こうしたお声があったことを踏まえまして考えてまいりたいと存じ

ます。 
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教 育 長  ほかにご質問ございますでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

教 育 長   よろしいでしょうか。 

 本日の日程は終了となりますが、委員の皆様方からご意見等ございました

らお伺いしたいと思います。 

坂本委員  意見ではないのですけれども、この間、「本の森ちゅうおう」を開館いたし

ました。最後に図書館のご質問などもあったので、今現在、どんなふうに活用

されていて、盛況だと思うのですけれども、ご様子をお伺いできればと思いま

す。 

図書文化財課長  おかげさまで１２月４日の日に無事に開館することができました。当日は、

７,０００人を超える方が来館されまして、記念のこども歌舞伎ですとか講演

会等も満員、盛況でございました。特にカフェも混んでいましたが、天気が良

かったせいもあり、親子連れの方が多く、２階、３階が大変混雑している状況

でした。現状としても、やはり親子連れの方が多く、来館された方からは喜び

のお声を沢山いただいております。 

坂本委員  ありがとうございます。楽しみにしております。 

渥美委員  「本の森ちゅうおう」に私も行きましたけれども、大変好評を得ていると思

います。 

 区議会の「本の森ちゅうおう」における教育長の答弁の中に、運営は外部委

託しているけれども、特にレファレンスや、司書、コンシェルジュスタッフの

人材育成にも取り組んでいくと表明されておりますので、積極的に進めてい

っていただきたいなと思います。 

 それから、以前、「本の森ちゅうおうガイドツアー」を開催するとのことで

したが、結果はいかがだったのでしょうか。 

図書文化財課長  まず、レファレンスやスタッフの人材育成につきましては、いつ、どのよう

な方がどんな質問をして来られても、誰もが対応できるよう体制を整えてま

いります。 

 また、「本の森ちゅうおうガイドツアー」につきましては、大人向け、子ど

も向け、それぞれ実施する予定でございますが、現在予定している日程につき

ましては既に満員の状況になっているところでございます。 

渥美委員  ありがとうございます。 

教 育 長  ほかにご意見等ございますか。 

小川委員  同じような話で大変恐縮なのですけれども、私も本の森ちゅうおうに行か

せていただいて、非常に楽しいといいますか、見どころ満載といいますか。こ

んな図書があったんだという発見なんかもあって、非常に楽しく拝見しまし

た。 
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 先ほど司書の育成というようなお言葉がありましたけれども、ブックコン

シェルジュみたいな方がお薦め本を定期的に入れ替えたりするような取組を

ぜひ取り入れていただけると、より魅力的なものになっていくのではないか

と思いますので、是非ご検討の程よろしくお願いいたします。 

 それと、あれだけ勉強になる資料であったり、郷土資料館など、自分の家の

歴史ってこういうところだったんだというような気づきがあったりするので、

区民の中央区への愛着といったところにつながっていくと思いますので、積

極的にアピールしていってほしいという意見でございます。 

教 育 長  ほかにご意見ございますでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

教 育 長   よろしいでしょうか。 

 それでは、ほかにご意見はないようでございますので、本日の委員会をこれ

にて閉会をいたします。 

 

 

 

 

 

 

午後２時５８分 教 育 長 閉会宣言 

署名委員                 


